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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生システムであって、
　ニコチン供与源と、
　送達促進化合物供与源と、を備え、
　送達促進化合物供与源が、：
　（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
【化１】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
　（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
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【化２】

であって、式中Ｘは、ハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、もしくは
置換フェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物である、エアロ
ゾル発生システム。
【請求項２】
　前記送達促進化合物供与源が：
　（ｉ）式（ＩＩＩ）のアルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式
（ＩＩＩ）が、
【化３】

であって、式中Ｒ3が、Ｃ1~4アルキルから選択されるアルファ－ケトカルボン酸と、
　（ｉｉ）式（ＩＶ）のアルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式
（ＩＶ）が、

【化４】

であって、式中Ｒ4がＣ1~4アルキルから選択されるアルファ－ヒドロキシ酸のうちの一方
または両方の反応生成物を含む、請求項１に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項３】
　ｎが１～４を含む整数であり、またＲ1がＣ1~4アルキルから選択される、請求項１また
は２に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項４】
　ＸがＢｒであり、またＲ2がＨおよびＣ1~4アルキルから選択される、請求項１～３のい
ずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
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【請求項５】
　前記送達促進化合物供与源が、
　（ｉ）ピルビン酸および式（Ｉ）の化合物と、
　（ｉｉ）乳酸および式（ＩＩ）の化合物のうちの一方または両方の反応生成物を含む、
請求項１～４のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項６】
　前記送達促進化合物供与源が、
　（ｉ）２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸と、
　（ｉｉ）２－（アリルオキシ）プロパン酸のうちの一方または両方を含む、請求項５に
記載のエアロゾル発生システム。
【請求項７】
　前記ニコチン供与源および前記送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物品と、
　前記エアロゾル発生物品を受けるように構成されたエアロゾル発生装置と、を備える、
請求項１～６のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項８】
　前記エアロゾル発生装置が、前記エアロゾル発生物品の前記ニコチン供与源および前記
送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を加熱するための加熱手段を備える、請求
項７に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項９】
　前記加熱手段が、前記エアロゾル発生物品の前記ニコチン供与源および前記送達促進化
合物供与源の両方を加熱するように構成された単一のヒーターを備える、請求項８に記載
のエアロゾル発生システム。
【請求項１０】
　前記エアロゾル発生物品が、前記ニコチン供与源を含む第一の区画と、前記送達促進化
合物供与源を含む第二の区画と、を備える、請求項７～９のいずれか１項に記載のエアロ
ゾル発生システム。
【請求項１１】
　前記第一の区画と前記第二の区画のうちの一方または両方が１つ以上の壊れやすいバリ
アによってシールされ、前記エアロゾル発生装置が前記１つ以上の壊れやすいバリアを破
壊するよう構成された１つ以上の貫通部材をさらに含む、請求項１０に記載のエアロゾル
発生システム。
【請求項１２】
　前記エアロゾル発生物品がエアロゾル修飾剤を含む第三の区画をさらに含む、請求項１
０または１１に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１３】
　請求項７～１２のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システムで使用するための、エ
アロゾル発生物品。
【請求項１４】
　反応生成物を有する反応ニコチンを含むニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生する方
法であって、前記反応生成物が、
　（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
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【化５】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
　（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化６】

であって、式中Ｘは、ハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、もしくは
置換フェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物である、方法。
【請求項１５】
　ニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生するエアロゾル発生システムにおける２，４－
ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸および２－（アリルオキシ）プロパン
酸のうちの一方または両方の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生システ
ムに関する。特に、本発明はニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生するためのニコチン
供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源を備える、ニコチンをユーザーに送
達するための装置が周知である。例えば、国際特許公開公報第２００８／１２１６１０　
Ａ１号は、ニコチンおよび揮発性酸（ピルビン酸など）が気相で相互に反応して、ユーザ
ーによって吸入されるニコチン塩粒子のエアロゾルを形成する装置を開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　こうした装置内のニコチンおよび揮発性送達促進化合物の蒸気濃度の差は、不利なこと
に、好ましくない反応化学量論、または未反応のニコチン蒸気または未反応の揮発性送達
促進化合物蒸気などの過剰な反応物をユーザーに送達することにつながりかねない。周囲
温度でのピルビン酸の蒸気圧は、ニコチンの蒸気圧よりも実質的に大きい。従って、ピル
ビン酸蒸気およびニコチン蒸気の濃度のバランスをとって効率的な反応化学量論を得るた
めに、ニコチン供与源およびピルビン酸供与源を異なる温度に加熱することが提唱されて
いる。具体的には、ユーザーに送達するために十分なまたは一貫した量のピルビン酸ニコ
チン塩粒子を発生させるためには、ニコチン供与源をピルビン酸供与源よりも高い温度に
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増加する。
【０００４】
　ニコチン塩を含むエアロゾルの原位置での発生のために、システムによる製造が単純で
あり、また効率的な反応化学量論およびユーザーへの一貫したニコチン送達を可能にする
、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生システムを提供す
ることが望ましいことになる。
【０００５】
　ニコチン塩を含むエアロゾルの原位置での発生のためのニコチン供与源および送達促進
化合物供与源を備えるエアロゾル発生システムを提供することも望ましいが、これは重合
または分解が実質的にない状態で送達促進化合物をより長い期間保存するのに十分な安定
性がある。重合または分解は、不利なことに送達促進化合物の特性を変化させるためであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によると、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生
システムが提供され、送達促進化合物供与源は、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
【化１】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、

【化２】

であって、式中Ｘは、ハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、もしくは
置換フェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物を含む。
【０００７】
　本発明によると、ニコチン供与源を含むエアロゾル発生物品および送達促進化合物供与
源戸を備えるエアロゾル発生システムが提供され、送達促進化合物供与源は、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
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【化３】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化４】

であって、式中Ｘがハロゲンであり、またＲ2がＨ、アルキル、フェニル、または置換フ
ェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物を含み、エアロゾル発
生物品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源を受けるように構成されたエアロゾ
ル発生装置と、を備える。
【０００８】
　本発明によると、本発明によるエアロゾル発生システムで使用するためのエアロゾル発
生物品も提供され、このエアロゾル発生物品は、ニコチン供与源と送達促進化合物供与源
とを備え、送達促進化合物供与源は、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
【化５】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
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【化６】

であって、式中Ｘは、ハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、もしくは
置換フェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物を含む。
【０００９】
　本発明によると反応ニコチンを含むニコチン塩粒子を含むエアロゾルを生成する方法が
提供され、反応生成物は、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、

【化７】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化８】

であって、式中Ｘは、ハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、もしくは
置換フェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物である、方法。
【００１０】
　本発明によると、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、

【化９】



(8) JP 6674451 B2 2020.4.1

10

20

30

40

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と
、
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化１０】

であって、式中Ｘがハロゲンであり、またＲ2がＨ、アルキル、フェニル、または置換フ
ェニルから選択される化合物のうちの一方または両方の反応生成物の、ニコチン塩粒子を
含むエアロゾルを発生するためのエアロゾル発生システム内での使用がさらに提供される
。
【００１１】
　本発明によると、ニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生するためのエアロゾル発生シ
ステム内での、２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸および２－（
アリルオキシ）プロパン酸のうちの一方または両方の使用もさらに提供される。
【００１２】
　式（ＩＩＩ）のアルファ－ケトカルボン酸は、式（Ｉ）の化合物であって、式中Ｒ1が
アルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物と酸触媒下で反応する場
合があり、式（Ｖ）の反応生成物を形成する。

【化１１】

【００１３】
　ある一定の実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムおよび本発明によるエ
アロゾル発生物品は、ニコチン供与源と、送達促進化合物供与源と、を備え、送達促進化
合物供与源は式（Ｖ）の反応生成物を含む。このような実施形態では、使用時、ニコチン
供与源から放出されたニコチン蒸気と、送達促進化合物供与源から放出された式（Ｖ）の
反応生成物の蒸気とが気相中で互いに反応してニコチン塩粒子を含むエアロゾルを形成す
る。

ニコチン＋式（Ｖ）の反応生成物→ニコチン－［式（Ｖ）の反応生成物］塩
【００１４】
　ニコチン供与源から放出されたニコチン蒸気と送達促進化合物供与源から放出された式
（Ｖ）の反応生成物の蒸気との間の原位置での反応によって発生したエアロゾルがユーザ
ーによって吸い込まれた時、ニコチン塩粒子は、ニコチン、式（ＩＩＩ）のアルファ－ケ
トカルボン酸、および式（Ｉ）の化合物へと加水分解される。
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【化１２】

【００１５】
　式（Ｖ）の反応生成物は、式（ＩＩＩ）のアルファ－ケトカルボン酸より安定である。
したがって、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品内にアルフ
ァ－ケトカルボン酸と式（Ｉ）の化合物との反応生成物を送達促進化合物として含めるこ
とは、有利なことに、送達促進化合物としてアルファ－ケトカルボン酸（ピルビン酸など
の）を含む装置（アルファ－ケトカルボン酸の分解を回避するために、特別適合された容
器内に送達促進化合物供与源を収容する必要がありうる）と比較して、本発明によるエア
ロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品の複雑性および製造のコストを減少させる
。
【００１６】
　式（Ｖ）の反応生成物の揮発性も式（ＩＩＩ）のアルファ－ケトカルボン酸より低い。
したがって、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品内にアルフ
ァ－ケトカルボン酸と式（Ｉ）の化合物との反応生成物を送達促進化合物として含めるこ
とは、有利なことに、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を実質的に同一温度ま
で加熱することによる効率的な反応化学量論の達成を可能にする。これは有利なことに、
アルファ－ケトカルボン酸（ピルビン酸などの）を含む装置（送達促進化合物が効率的な
反応化学量論を達成するために、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を異なる温
度に加熱する必要がありうる）と比較して、本発明によるエアロゾル発生システムおよび
エアロゾル発生物品の複雑性および製造のコストを減少させる。
【００１７】
　ある一定の好ましい実施形態では、送達促進化合物は、（ｉ）アルファ－ケトカルボン
酸と式（Ｉ）の化合物（式中ｎは１～４を含む整数であり、またＲ1はＣ1～4アルキルか
ら選択される）との反応生成物を含む。
【００１８】
　ある一定の好ましい実施形態では、送達促進化合物は、（ｉ）式（ＩＩＩ）のアルファ
－ケトカルボン酸（式中Ｒ3がＣ1～4アルキルから選択される）と、式（Ｉ）の化合物と
の反応生成物を含む。好ましい一つの実施形態では、送達促進化合物は、（ｉ）ピルビン
酸と式（Ｉ）の化合物との反応生成物を含む。
【００１９】
　特に好ましいある一定の実施形態では、送達促進化合物は、（ｉ）式（ＩＩＩ）のアル
ファ－ケトカルボン酸（式中Ｒ3はＣ1～4アルキルから選択される）と、式（Ｉ）の化合
物（ｎは１～４を含む整数であり、またＲ1はＣ1～4アルキルから選択される）との反応
生成物を含む。特に好ましい一つの実施形態では、送達促進化合物は、（ｉ）ピルビン酸
とプロピレングリコールとの反応生成物を含む。
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【００２０】
　式（ＩＶ）のアルファ－ヒドロキシ酸は、式（ＶＩ）の反応生成物を形成するために式
（ＩＩ）の化合物（式中Ｘはハロゲンであり、またＲ2は、Ｈ、アルキル、フェニル、ま
たは置換フェニルから選択される）と反応する場合があり、式（ＶＩ）は以下のとおりで
ある。
【化１３】

【００２１】
　ある一定の実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムおよび本発明によるエ
アロゾル発生物品は、ニコチン供与源と、送達促進化合物供与源とを備え、送達促進化合
物供与源は、式（ＶＩ）の反応生成物を含む。このような実施形態では、使用時、ニコチ
ン供与源から放出されたニコチン蒸気と、送達促進化合物供与源から放出された式（ＶＩ
）の反応生成物の蒸気とは気相中で互いに反応してニコチン塩粒子を含むエアロゾルを形
成する。

ニコチン＋式（ＶＩ）の反応生成物→ニコチン－［式（ＶＩ）の反応生成物］塩
【００２２】
　ニコチン供与源から放出されたニコチン蒸気と、送達促進化合物供与源から放出された
式（ＶＩ）の反応生成物の蒸気との原位置での反応によって発生したエアロゾルがユーザ
ーによって吸い込まれた時、ニコチン塩粒子はニコチンおよび式（ＩＶ）のアルファ－ヒ
ドロキシ酸へと加水分解される。

【化１４】

【００２３】
　式（ＶＩ）の反応生成物は、式（ＩＶ）のアルファ－ヒドロキシ酸より安定である。し
たがって、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品内にアルファ
－ヒドロキシ酸と式（ＩＩ）の化合物との反応生成物を送達促進化合物として含めること
は、有利なことに、送達促進化合物としてアルファ－ヒドロキシ酸（乳酸などの）を含む
装置（アルファ－ヒドロキシ酸の分解を回避するために、特別適合された容器内に送達促
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進化合物供与源を収容する必要がありうる）と比較して、本発明によるエアロゾル発生シ
ステムおよびエアロゾル発生物品の複雑性および製造のコストを減少させる。
【００２４】
　ある一定の好ましい実施形態では、送達促進化合物は、（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ
酸と、式（ＩＩ）の化合物（式中ＸはＢｒであり、またＲ2はＨおよびＣ1～4アルキルか
ら選択される）との反応生成物を含む。
【００２５】
　ある一定の好ましい実施形態では、送達促進化合物は、（ｉｉ）式（ＩＶ）のアルファ
－ヒドロキシ酸（式中Ｒ4がＣ1～4アルキルから選択される）と、式（ＩＩ）の化合物と
の反応生成物を含む。好ましい一つの実施形態では、送達促進化合物は、（ｉｉ）乳酸と
式（ＩＩ）の化合物との反応生成物を含む。
【００２６】
　特に好ましいある一定の実施形態では、送達促進化合物は（ｉｉ）式（ＩＶ）のアルフ
ァ－ヒドロキシ酸（式中Ｒ4がＣ1～4アルキルから選択される）と、式（ＩＩ）の化合物
（式中ＸはＢｒであり、またＲ2はＨおよびＣ1～4アルキルから選択される）との反応生
成物を含む。特に好ましい一つの実施形態では、送達促進化合物は、（ｉｉ）乳酸と臭化
アリルとの反応生成物を含む。
【００２７】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、ユーザーの肺に吸入可能なニコチン塩粒子を
含むエアロゾルを原位置での発生のための肺送達システムであることが好ましい。
【００２８】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「原位置」とは、使用時に、ニコチン供
与源から放出されるニコチン蒸気および送達促進化合物供与源から放出される反応生成物
蒸気が、本発明によるエアロゾル発生システム内の気相内で互いに反応して、ニコチン塩
粒子を含むエアロゾルを形成することを意味する。
【００２９】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、一体成形のシステムとしうる。このような実
施形態では、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源ならびにエアロゾル発生システ
ムの任意のその他の構成要素を備える一体成形のシステムは使用後に廃棄される。
【００３０】
　有利なことに、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン塩粒子を含むエアロ
ゾルの原位置）での発生のための、エアロゾル発生システムを形成するために互いに係合
し協働するよう構成された２つ以上の分離可能な部品を含む、複数構成部品のシステムと
しうる。複数構成部品のシステムは、２つ、３つまたは４つの構成部品を含むことが好ま
しい。
【００３１】
　こうした実施形態では、複数構成部品のシステムは、使用後に廃棄される１つ以上の消
費可能な構成部品および１つ以上の再使用可能な構成部品を備えうる。例えば、複数構成
部品のシステムは、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備える消費可能な構成
部品、ならびにニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を加
熱するための加熱手段を備える再使用可能な構成部品を備えうる。
【００３２】
　こうした実施形態では、複数構成部品のシステムは、一体成形のシステムと比較して、
システムの機能性に有害な影響を及ぼすことなく、２個以上のその構成部品が互いに取り
外し可能な形で接続されるようにする適切な接続手段（例えば、機械的な接続手段など）
を備えうる。
【００３３】
　好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源およ
び送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生物品を受けるよ
うに構成されたエアロゾル発生装置とを備える。こうした実施形態では、エアロゾル発生
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物品およびエアロゾル発生装置は、ニコチン塩粒子を含むエアロゾルの原位置での発生の
ため、エアロゾル発生システムを形成するために互いに係合し協働するよう構成されてい
る。
【００３４】
　特に好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源
および送達促進化合物供与源を備える消費可能なエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生
物品を受けるように構成された再使用可能なエアロゾル発生装置とを備える。
【００３５】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「エアロゾル発生装置」という用語は、
ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を含むエアロゾル発生物品と相互作用して、
ニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生するように構成されている装置を意味する。
【００３６】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「エアロゾル発生物品」という用語は、
ニコチンを放出する能力があるニコチン供与源および反応生成物を放出する能力がある送
達促進化合物供与源を含む物品を意味するが、ニコチンおよび反応生成物は気相内で互い
に反応してニコチン塩粒子を含むエアロゾルを形成することができる。
【００３７】
　一般的に、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源および送達促進化
合物供与源を含む任意のエアロゾル発生物品であって、送達促進化合物供与源が、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
【化１５】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物の
反応生成物、または
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化１６】

であって、式中Ｘはハロゲンであり、またＲ2はＨ、アルキル、フェニル、または置換フ
ェニルから選択される化合物の反応生成物を含む、エアロゾル発生物品と、エアロゾル発
生物品を受けるように構成された任意のエアロゾル発生装置との組み合わせを含んでもよ
い。
【００３８】
　本発明の実施形態に関連して本明細書で使用される場合、「上流」「下流」「近位」お
よび「遠位」という用語は、本発明によるエアロゾル発生システム、エアロゾル発生物品
およびエアロゾル発生装置の構成要素または構成要素の部分の相対的位置を描写するため
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に使用される。
【００３９】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、使用時にユーザーに送達するために、エアロ
ゾルがエアロゾル発生システムを抜け出る近位端を備える。近位端は口側の端と呼ばれる
こともある。使用時に、エアロゾル発生システムによって発生したエアロゾルを吸い込む
ために、ユーザーはエアロゾル発生システムの近位端上で吸い出す。エアロゾル発生シス
テムは近位端と向かい合った遠位端を備える。
【００４０】
　ユーザーがエアロゾル発生システムの近位端で吸い込む時、空気はエアロゾル発生シス
テムに引き出され、エアロゾル発生システム内を通過し、近位端でエアロゾル発生システ
ムから出る。エアロゾル発生システムの構成要素、または構成要素の部分は、エアロゾル
発生システムの近位端と遠位端との間の相対的な位置に基づき、互いに上流または下流に
あるものとして描写されうる。
【００４１】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「長軸方向」という用語は、エアロゾル
発生システムの近位端とそれに向かい合った遠位端との間の方向を記述するために使用さ
れる。本発明に関連して本明細書で使用される場合、「横断方向」という用語は、長軸方
向に対して垂直な方向を記述するために使用される。
【００４２】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「長さ」という用語は、本発明によるエ
アロゾル発生システムの構成要素または構成要素の部分の遠位端と近位端との間の最大長
軸方向寸法を意味する。
【００４３】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源
のうちの一方または両方を加熱するための加熱手段をさらに備えることが好ましい。ニコ
チン供与源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を周囲温度より高い温度
まで加熱することによって、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源から放出される
ニコチン蒸気および反応生成物蒸気のそれぞれの量を制御できるようになる。これにより
、有利なことに、ニコチンおよび反応生成物の蒸気濃度を制御し、かつ比例的にバランス
を取って効率的な反応化学量論を得ることができる。有利にも、これはエアロゾルの形成
の効率、およびユーザーへのニコチン送達の一貫性を改善する。また有利なことに、未反
応のニコチン蒸気および未反応の反応生成物蒸気のユーザーへの送達が低減される。
【００４４】
　好ましい実施形態では、加熱手段はニコチン供与源と送達促進化合物供与源との両方を
加熱するように構成される。ある一定の好ましい実施形態では、加熱手段は、ニコチン供
与源と送達促進化合物供与源との両方を摂氏約２５０度（℃）より低い温度に加熱するよ
うに構成される。ある一定の特に好ましい実施形態では、加熱手段は、ニコチン供与源と
送達促進化合物供与源との両方を約８０℃～約１５０℃の温度に加熱するように構成され
る。
【００４５】
　有利なことに、加熱手段は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を実質的に同
一の温度に加熱するように構成される。
【００４６】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「実質的に同一の温度」とは、加熱手段
に関して対応する場所で測定したニコチン供与源と送達促進化合物供与源の温度の差異が
約３℃未満であることを意味する。ある一定の好ましい実施形態では、加熱手段は、ニコ
チン供与源および送達促進化合物供与源を同一の温度まで加熱するように構成される。
【００４７】
　加熱手段は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を加
熱するために好適な任意の形状を有してもよい。
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【００４８】
　加熱手段は単一のヒーターを備えることが好ましい。以下にさらに記述するように、こ
れは有利なことに、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品に単
純な構造を提供する。
【００４９】
　加熱手段は、外部ヒーターを備えてもよい。本発明に関連して本明細書で使用される場
合、「外部ヒーター」という用語は、使用時にエアロゾル発生システムのニコチン供与源
および送達促進化合物供与源の外側に位置付けられるヒーターを意味する。
【００５０】
　別の方法としてまたは追加的に、加熱手段は内部ヒーターを備えてもよい。本発明に関
連して本明細書で使用される場合、「内部ヒーター」という用語は、使用時にエアロゾル
発生システムのニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方の内
部に位置付けられるヒーターを意味する。
【００５１】
　ある一定の好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン
供与源および送達促進化合物供与源を含むエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生物品を
受けるように構成されたエアロゾル発生装置であって、エアロゾル発生装置が、エアロゾ
ル発生物品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を加熱
するための加熱手段を備えるものとを含む。このような実施形態では、エアロゾル発生装
置は、使用時にエアロゾル発生物品の外側に位置付けられる外部ヒーターを備える加熱手
段を備えてもよい。別の方法としてまたは追加的に、エアロゾル発生装置は、使用時にエ
アロゾル発生物品の内部に位置付けられる内部ヒーターを備える加熱手段を備えてもよい
。
【００５２】
　エアロゾル発生装置は、単一のヒーターを備える加熱手段を備えることが好ましい。エ
アロゾル発生装置は、単一の内部ヒーターを備える加熱手段を備えることがより好ましい
。このような実施形態では、エアロゾル発生装置は、有利なことに、単一の内部ヒーター
とエアロゾル発生物品との適切な整列を容易にする案内手段を備える。
【００５３】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、加熱手段へ電力を供給するための電源と、電
源から加熱手段への電力供給を制御するよう構成されたコントローラとをさらに含んでも
よい。別の方法として、本発明によるエアロゾル発生システムは、外部電源から加熱手段
への電力供給を制御するよう構成されたコントローラを備えてもよい。
【００５４】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、加熱手段、ニコチン供与源、および送達促進
化合物供与源のうちの少なくとも一つの温度を感知するように構成された１つ以上の温度
センサーをさらに備えてもよい。このような実施形態では、コントローラは、感知された
温度に基づいて加熱手段への電力供給を制御するよう構成されてもよい。
【００５５】
　本発明によるエアロゾル発生システムが、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源
を備えるエアロゾル発生物品、ならびに加熱手段を備えるエアロゾル発生装置を備える場
合、エアロゾル発生装置は、電源、コントローラ、および存在する場合は１つ以上の温度
センサーを備えることが好ましい。
【００５６】
　加熱手段は、電力供給源によって電力供給される電気発熱体を含むことが好ましい。加
熱手段が電気発熱体を含む場合、本発明によるエアロゾル発生システムは、電源、および
電源から電気発熱体への電力供給を制御するよう構成された電子回路を含むコントローラ
をさらに備えてもよい。電気発熱体への電力供給を制御するために、適切な任意の電子回
路を使用してもよい。電子回路はプログラム可能なものであってもよい。
【００５７】
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　電源はＤＣ電圧供給源としうる。好ましい実施形態では、電源は電池である。例えば、
電源はニッケル水素電池、ニッケルカドミウム電池、またはリチウムベースの電池、例え
ばリチウムコバルト、リチウム鉄リン酸塩またはリチウムポリマー電池としうる。別の方
法として、電源はコンデンサーなど別の形態の電荷蓄積装置としうる。電源は再充電を必
要とする場合がある。本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源および送
達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生物品のニコチン供与
源および送達促進化合物供与源のうちの一方または両方を加熱するための加熱手段を備え
るエアロゾル発生装置とを備え、電源は、１つ以上のエアロゾル発生物品でのエアロゾル
発生装置の使用のために十分なエネルギーを蓄積することができる容量を有してもよい。
【００５８】
　電気発熱体は電気抵抗性の材料を含むことが好ましい。電気発熱体は、例えば、アルミ
ナ（Ａｌ2Ｏ3）および窒化珪素（Ｓｉ3Ｎ4）、またはプリント基板またはシリコンゴムな
ど、セラミック焼結材料といった非弾性材料を備えうる。別の方法として、電気発熱体は
、例えば鉄合金またはニッケルクロム合金などの弾性金属材料を備えうる。
【００５９】
　その他の適切な電気抵抗性の材料には、添加セラミックなどの半導体、電気的に「伝導
性」のセラミック（例えば、ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒鉛、金属、合金およびセ
ラミック材料および金属材料でできた複合材料が含まれるが、これに限定されない。こう
した複合材料は、ドープされたセラミックまたはドープされていないセラミックを含む場
合がある。適切なドープされたセラミックの例としては、ドープシリコン炭化物が挙げら
れる。適切な金属の例としては、チタン、ジルコニウム、タンタル、および白金族の金属
が挙げられる。適切な合金の例は、ステンレス鋼、ニッケル－、コバルト－、クロミウム
－、アルミニウム－チタン－ジルコニウム－、ハフニウム－、ニオビウム－、モリブデン
－、タンタル－、タングステン－、スズ－、ガリウム－、マンガン－合金、およびニッケ
ル、鉄、コバルト、ステンレス鋼系の超合金、Ｔｉｍｅｔａｌ（登録商標）および鉄－マ
ンガン－アルミニウム系の合金を含む。Ｔｉｍｅｔａｌ（登録商標）は、Ｔｉｔａｎｉｕ
ｍ　Ｍｅｔａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（１９９９　Ｂｒｏａｄｗａｙ　Ｓｕｉｔｅ
　４３００，Ｄｅｎｖｅｒ，Ｃｏｌｏｒａｄｏ）の登録商標である。複合材料では、電気
抵抗性の材料は、必要なエネルギー移動の動態学および外部の物理化学的性質に応じて、
随意に断熱材料へ埋込、封入、または塗布されてもよく、あるいはその逆であってもよい
。
【００６０】
　電気発熱体は、温度と比抵抗の間で明確な関係を持つ金属を使用して形成しうる。こう
した実施形態で、金属は２層の適切な絶縁材の間のトラックとして形成しうる。このよう
に形成された電気発熱体は、ヒーターおよび温度センサーのどちらとしても使用されうる
。
【００６１】
　ある一定の好ましい実施形態では、加熱手段は単一のヒーターから成り、この単一のヒ
ーターは細長い内部電気発熱体である。ある一定の特に好ましい実施形態では、加熱手段
は単一のヒーターから成り、この単一のヒーターは、幅がその厚さより大きい細長い内部
電気発熱体であり、そのためこの細長い内部電気発熱体はヒーターブレードの形態である
。
【００６２】
　あるいは、加熱手段は可燃性燃料などの非電気的な動力供給によって動力を得てもよい
。例えば、加熱手段は気体燃料の燃焼によって加熱される熱伝導性素子を備えてもよい。
【００６３】
　あるいは、加熱手段は化学的加熱手段などの非電気的な加熱手段であってもよい。
【００６４】
　ある一定の実施形態では、加熱手段は、熱エネルギーを外部熱源からニコチン供与源お
よび送達促進化合物供与源のうちの一方または両方に伝達するように構成されたヒートシ
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ンクまたは熱交換器を備えてもよい。ヒートシンクまたは熱交換器は任意の好適な熱伝導
性材料で形成されてもよい。好適な熱伝導性材料としては、アルミニウムおよび銅などの
金属が挙げられるが、それらに限定されない。
【００６５】
　本発明によるエアロゾル発生システムが、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源
を備えるエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生物品のニコチン供与源および送達促進化
合物供与源のうちの一方または両方を加熱するための加熱手段を備えるエアロゾル発生装
置とを備える場合、加熱手段はエアロゾル発生装置から突出しないことが好ましい。
【００６６】
　ニコチン供与源はニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩（ニコチン－ＨＣｌ、ニコチン
酒石酸塩、またはニコチン二酒石酸塩など）、またはニコチン誘導体のうちの１つ以上を
含んでもよい。
【００６７】
　ニコチン供与源は天然ニコチンまたは合成ニコチンを含んでもよい。
【００６８】
　ニコチン供与源は純粋なニコチン、水性溶媒もしくは非水性溶媒中のニコチン溶液、ま
たは液体たばこ抽出物を含んでもよい。有利なことに、ニコチン供与源は純粋なニコチン
を含む。
【００６９】
　ニコチン供与源は電解質形成化合物をさらに含んでもよい。電解質形成化合物はアルカ
リ金属水酸化物、アルカリ金属酸化物、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属酸化物、アル
カリ土類金属水酸化物、およびこれらの組み合わせから成る群より選択されてもよい。
【００７０】
　例えば、ニコチン供与源は、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、酸化リチウム、酸化
バリウム、塩化カリウム、塩化ナトリウム、炭酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、硫酸
アンモニウム、およびこれらの組み合わせから成る群より選択される電解質形成化合物を
含んでもよい。
【００７１】
　ある特定の実施形態では、ニコチン供与源はニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩、ま
たはニコチン誘導体および電解質形成化合物の水溶液を含んでもよい。
【００７２】
　別の方法としてまたは追加的に、ニコチン供与源は、天然風味、人工風味、および酸化
防止剤が挙げられるがこれに限定されない他の構成成分をさらに含んでもよい。
【００７３】
　ニコチン供与源は収着要素および収着要素上に収着されたニコチンを含んでもよい。
【００７４】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「収着された」とは、化合物が収着要素
の表面上で吸着された、または収着要素中に吸収された、または収着要素上と収着要素中
との両方で吸収されたことを意味する。
【００７５】
　収着要素は任意の好適な材料または材料の組み合わせから形成されてもよい。例えば、
収着要素は、ガラス、セルロース、セラミック、ステンレス鋼、アルミニウム、ポリエチ
レン（ＰＥ）、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリ（シクロ
ヘキサンジメチレンテレフタラート）（ＰＣＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ
）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰ
ＴＦＥ）およびＢＡＲＥＸ（登録商標）のうちの１つ以上を含んでもよい。
【００７６】
　収着要素は、多孔性の収着要素としうる。例えば、収着要素は、多孔性プラスチック材
料、多孔性高分子繊維、および多孔性ガラス繊維から成る群より選択される１つ以上の材
料を含む多孔性収着要素であってもよい。
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【００７７】
　収着要素はニコチンに関して化学的に不活性であることが好ましい。
【００７８】
　収着要素は任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。
【００７９】
　ある特定の実施形態では、収着要素は実質的に円筒形のプラグとしうる。例えば、収着
要素は多孔性の実質的に円筒形のプラグとしうる。
【００８０】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「円筒」および「円筒形の」という用語
は、実質的に一対の向かい合った実質的に平面状の端面を有する正円柱を指す。
【００８１】
　別の実施形態では、収着要素は実質的に円筒形の中空管であってもよい。例えば、収着
要素は多孔性の実質的に円筒形の中空管としうる。
【００８２】
　収着要素のサイズ、形状、および組成物は、所望の量のニコチンを収着要素上に収着で
きるように選んでもよい。
【００８３】
　収着要素は、有利にもニコチンのための貯蔵部として作用する。
【００８４】
　送達促進化合物供与源は、収着要素および収着要素上で収着された反応生成物を含んで
もよい。
【００８５】
　送達促進化合物は収着要素上に吸着されることが好ましい。
【００８６】
　収着要素は、任意の好適な材料または材料の組み合わせ、例えば上記に列挙した材料か
ら形成されうる。
【００８７】
　収着要素は反応生成物に関して化学的に不活性であることが好ましい。
【００８８】
　収着要素は任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。
【００８９】
　ある特定の実施形態では、収着要素は実質的に円筒形のプラグとしうる。例えば、収着
要素は多孔性の実質的に円筒形のプラグとしうる。
【００９０】
　別の実施形態では、収着要素は実質的に円筒形の中空管であってもよい。例えば、収着
要素は多孔性の実質的に円筒形の中空管としうる。
【００９１】
　収着要素のサイズ、形状、および組成は、所望の量の反応生成物を収着要素上に収着で
きるように選んでもよい。
【００９２】
　収着要素は、有利にも反応生成物のための貯蔵部として作用する。
【００９３】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源を備える第一の区画と、送達
促進化合物供与源を備える第二の区画とを備えてもよい。
【００９４】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「区画」という用語は、ニコチン供与源
または送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生システム内のチャンバーまたは容器
を記述するために使用される。
【００９５】
　エアロゾル発生システムの第一の区画と第二の区画とは相互に隣接していてもよい。あ
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るいは、エアロゾル発生システムの第一の区画と第二の区画とは相互に間隙を介する場合
がある。
【００９６】
　エアロゾル発生システムの第一の区画と第二の区画のうちの一方または両方は、１つ以
上の壊れやすいバリアでシールされうる。１つ以上の壊れやすいバリアは適切な任意の材
料で形成されうる。例えば、１つ以上の壊れやすいバリアは金属の箔またはフィルムで形
成されうる。
【００９７】
　このような実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、１つ以上の壊れや
すいバリアを破壊するように構成された１つ以上の貫通部材をさらに備えてもよい。
【００９８】
　別の方法としてまたは追加的に、エアロゾル発生システムの第一の区画と第二の区画の
うちの一方または両方は、１つ以上の取り外し可能なバリアでシールされうる。例えば、
エアロゾル発生システムの第一の区画と第二の区画のうちの一方または両方は１つ以上の
剥ぎ取り式シールによってシールされてもよい。１つ以上の取り外し可能なバリアは適切
な任意の材料で形成されうる。例えば、１つ以上の取り外し可能なバリアは金属の箔また
はフィルムで形成されうる。
【００９９】
　以下にさらに記述するように、第一の区画と第二の区画はエアロゾル発生システム内に
直列または並列に配置されてもよい。
【０１００】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「直列」という用語は、使用時にエアロ
ゾル発生システムを通して引き出される気流が、第一の区画と第二の区画のうちの一方を
通過し、次いで第一の区画と第二の区画のうちのもう一方を通過するように、本発明によ
るエアロゾル発生システム内に第一の区画と第二の区画とを配置することを意味する。ニ
コチン蒸気は、第一の区画内のニコチン供与源からエアロゾル発生システムを通して引き
出される気流の中へと放出され、反応生成物の蒸気は第二の区画内の送達促進化合物供与
源からエアロゾル発生システムを通して引き出される気流の中へと放出される。ニコチン
蒸気は気相で反応生成物蒸気と反応してエアロゾルを形成し、これがユーザーに送達され
る。
【０１０１】
　第一の区画と第二の区画とがエアロゾル発生システムの中に直列で配置されている場合
、使用時にエアロゾル発生物品を通して引き出される気流が第一の区画を通過し、次に第
二の区画を通過するように、第二の区画は第一の区画の下流に位置してもよい。このよう
な実施形態では、ニコチン蒸気は、第二の区画内で反応生成物蒸気と反応してエアロゾル
を形成しうる。このような実施形態では、エアロゾル発生システムは第二の区画の下流に
第三の区画をさらに備えてもよく、そしてニコチン蒸気は、別の方法としてまたは追加的
に第三の区画内で反応生成物蒸気と反応してエアロゾルを形成してもよい。
【０１０２】
　別の方法として、第一の区画と第二の区画がエアロゾル発生システム内で直列に配置さ
れている場合、使用時にエアロゾル発生物品を通して引き出される気流が第二の区画を通
過し、次に第一の区画を通過するように、第二の区画は第一の区画の上流に位置してもよ
い。このような実施形態では、反応生成物蒸気は第二の区画内でニコチン蒸気と反応して
エアロゾルを形成しうる。このような実施形態では、エアロゾル発生システムは第一の区
画の下流に第三の区画をさらに備えてもよく、反応生成物蒸気は、別の方法としてまたは
追加的に第三の区画内でニコチン蒸気と反応してエアロゾルを形成してもよい。
【０１０３】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「並列」という用語は、使用時にエアロ
ゾル発生システムを通して引き出される第一の気流が第一の区画を通過し、エアロゾル発
生システムを通して引き出される第二の気流が第二の区画を通過するように、第一の区画



(19) JP 6674451 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

および第二の区画を本発明によるエアロゾル発生システムの中に配置することを意味する
。ニコチン蒸気は、第一の区画内のニコチン供与源からエアロゾル発生システムを通して
引き出される第一の気流の中へと放出され、反応生成物蒸気は第二の区画内の送達促進化
合物供与源からエアロゾル発生システムを通して引き出される第二の気流の中へと放出さ
れる。第一の気流内のニコチン蒸気は、第二の気流内の反応生成物蒸気と気相で反応して
エアロゾルを形成し、これがユーザーに送達される。
【０１０４】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは第一の区画および第二の区画の下
流にある第三の区画をさらに備える場合があり、そして第一の気流内のニコチン蒸気は、
第三の区画内で第二の気流内の反応生成物蒸気と混合および反応してエアロゾルを形成す
る場合がある。
【０１０５】
　ある一定の好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、空気吸込
み口と、空気吸込み口と連通する第一の区画であって、ニコチン供与源を備える第一の区
画と、空気吸込み口と連通する第二の区画であって、送達促進化合物供与源を備える第二
の区画と、空気出口と、を備えるハウジングを備え、空気吸込み口および空気出口は、空
気が空気吸込み口を通してハウジングの中へと入り、ハウジングを通過し、そして空気出
口を通してハウジングから出てもよいように、相互に連通しかつ構成されている。
【０１０６】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「空気吸込み口」という用語は、空気が
それを通してエアロゾル発生システムの中へと引き出される場合がある１つ以上の開口部
を記述するために使用される。
【０１０７】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「空気出口」という用語は、空気がそれ
を通してエアロゾル発生システムから外へ引き出される場合がある１つ以上の開口部を記
述するために使用される。
【０１０８】
　このような実施形態では、第一の区画と第二の区画とは、ハウジング内で空気吸込み口
から空気出口まで直列に配置されている。すなわち、第一の区画は空気吸込み口の下流で
あり、第二の区画は第一の区画の下流であり、空気出口は第二の区画の下流である。使用
時に、空気の流れは空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、第一の区画お
よび第二の区画を通して下流に引き出され、そして空気出口を通してハウジングを出るよ
うに引き出される。
【０１０９】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第二の区画および空気出口と連
通する第三の区画をさらに備えてもよい。使用時にこのような実施形態では、空気の流れ
は空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、第一の区画、第二の区画、およ
び第三の区画を通して下流に引き出され、空気出口を通してハウジングを出るように引き
出される。
【０１１０】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第二の区画または第三の区画（
存在する場合）、および空気出口と連通するマウスピースをさらに備えうる。かかる実施
形態では使用時に、空気の流れは空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、
第一の区画、第二の区画、第三の区画（存在する場合）、およびマウスピースを通して下
流に引き出され、空気出口を通してハウジングを出るように引き出される。
【０１１１】
　その他の好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、空気吸込み
口と、空気吸込み口と連通する第二の区画であって、送達促進化合物供与源を備える第二
の区画と、第二の区画と連通する第一の区画であって、ニコチン供与源を備える第一の区
画と、空気出口と、を備えるハウジングを備え、空気吸込み口および空気出口は、空気が
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空気吸込み口を通してハウジングの中へと入り、ハウジングを通過し、そして空気出口を
通してハウジングから出てもよいように、相互に連通しかつ構成されている。
【０１１２】
　このような実施形態では、第二の区画と第一の区画とは、ハウジング内で空気吸込み口
から空気出口まで直列に配置されている。すなわち、第二の区画は空気吸込み口の下流で
あり、第一の区画は第二の区画の下流であり、空気出口は第一の区画の下流である。使用
時に、空気の流れは空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、第二の区画お
よび第一の区画を通して下流に引き出され、そして空気出口を通してハウジングを出るよ
うに引き出される。
【０１１３】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第一の区画、および空気出口と
連通する第三の区画をさらに備えうる。使用時にこのような実施形態では、空気の流れは
空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、第二の区画、第一の区画、および
第三の区画を通して下流に引き出され、空気出口を通してハウジングを出るように引き出
される。
【０１１４】
　エアロゾル発生システムは、第一の区画または第三の区画（存在する場合）、および空
気出口と連通するマウスピースをさらに備えてもよい。使用時にこのような実施形態では
、空気の流れは空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出され、第二の区画、第一
の区画、第三の区画（存在する場合）、およびマウスピースを通して下流に引き出され、
空気出口を通してハウジングを出るように引き出される。
【０１１５】
　さらなる好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、空気吸込み
口と、空気吸込み口と連通する第一の区画であって、ニコチン供与源を備える第一の区画
と、空気吸込み口と連通する第二の区画であって、送達促進化合物供与源を備える第二の
区画と、空気出口と、を備えるハウジングを備え、空気吸込み口および空気出口は、空気
が空気吸込み口を通してハウジングの中へと入り、ハウジングを通過し、そして空気出口
を通してハウジングから出てもよいように、相互に連通しかつ構成されている。
【０１１６】
　かかる実施形態では、第一の区画および第二の区画は、ハウジングの中で空気吸込み口
から空気出口まで並列に配置されている。第一の区画および第二の区画は両方とも空気吸
込み口の下流でありかつ空気出口の上流である。使用時に、空気の流れは空気吸込み口を
通してハウジングの中へと引き出され、空気の流れの第一の部分は第一の区画を通して下
流に引き出され、空気の流れの第二の部分は第二の区画を通して下流に引き出される。
【０１１７】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第一の区画と第二の区画のうち
の一方または両方、および空気出口と連通する第三の区画をさらに備えうる。
【０１１８】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第一の区画および第二の区画、
または第三の区画（存在する場合）、ならびに空気出口と連通するマウスピースをさらに
備えうる。
【０１１９】
　なおさらに好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、第一の空
気吸込み口と、第二の空気吸込み口と、第一の空気吸込み口と連通する第一の区画であっ
て、ニコチン供与源を備える第一の区画と、第二の空気吸込み口と連通する第二の区画で
あって、送達促進化合物供与源を備える第二の区画と、空気出口と、を備えるハウジング
を備え、第一の空気吸込み口、第二の空気吸込み口、および空気出口は、空気が第一の空
気吸込み口を通過してハウジングの中へと入り、ハウジングを通過し、空気出口を通して
ハウジングから出てもよいように、そして空気が第一の空気吸込み口を通過してハウジン
グの中へと入り、ハウジングを通過し、空気出口を通してハウジングから出てもよいよう
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に、相互に連通しかつ構成されている。
【０１２０】
　このような実施形態では、第一の区画および第二の区画は、ハウジングの中で並列に配
置されている。第一の区画は第一の空気吸込み口の下流であり、かつ空気出口の上流であ
り、そして第二の区画は第二の空気吸込み口の下流でありかつ空気出口の上流である。使
用時に、第一の空気の流れは、第一の空気吸込み口を通してハウジングの中へと引き出さ
れ、かつ第一の区画を通して下流に引き出され、第二の空気の流れは、第二の空気吸込み
口を通してハウジングの中へと引き出され、かつ第二の区画を通して下流に引き出される
。
【０１２１】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第一の区画と第二の区画のうち
の一方または両方、および空気出口と連通する第三の区画をさらに備えうる。
【０１２２】
　このような実施形態では、エアロゾル発生システムは、第一の区画および第二の区画、
または第三の区画（存在する場合）、ならびに空気出口と連通するマウスピースをさらに
備えうる。
【０１２３】
　本発明によるエアロゾル発生システムがハウジングを備える場合、このハウジングはユ
ーザーによって把持または保持されるように設計されてもよい。
【０１２４】
　ハウジングは実質的に円筒形であることが好ましい。
【０１２５】
　本発明によるエアロゾル発生システムが第三の区画を備える場合、第三の区画は、１つ
以上のエアロゾル修飾剤を含んでもよい。適切なエアロゾル修飾剤は、風味剤、吸収材、
および化学感覚剤を含むが限定されない。
【０１２６】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「風味剤」という用語は、使用時に、本
発明によるエアロゾル発生システムのニコチン供与源から放出されたニコチン蒸気と送達
促進化合物供与源から放出された反応生成物蒸気との反応によって発生したエアロゾルに
、味覚または芳香のうちの一方または両方を付与する任意の薬剤を記述するために使用さ
れる。
【０１２７】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「化学感覚剤」という用語は、使用時に
、味覚受容体または嗅覚受容体細胞を介した知覚以外の、またはそれに加えた手段によっ
てユーザーの口または嗅空洞において知覚される任意の薬剤を記述するために使用される
。化学感覚剤の知覚は、三叉神経、舌咽神経、迷走神経またはこれらのいくつかの組み合
わせのいずれかを経て、典型的には「三叉神経応答」を経る。典型的には、化学感覚剤は
、辛い、香辛料のきいた、冷却するまたは和らげる感覚として知覚される。
【０１２８】
　例えば、第三の区画は、活性炭などの１つ以上の吸収材、冷たい化学感覚的な効果を提
供するメントールなどの１つ以上の風味剤、またはこれらの組み合わせを含んでもよい。
【０１２９】
　本発明によるエアロゾル発生システムがマウスピースを備える場合、マウスピースはフ
ィルターを備えてもよい。フィルターは、低い粒子濾過効率または非常に低い粒子濾過効
率を有する場合がある。あるいは、マウスピースは中空管を備えてもよい。
【０１３０】
　好ましい実施形態では、本発明によるエアロゾル発生システムは、ニコチン供与源およ
び送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生物品を受けるよ
うに構成されたエアロゾル発生装置とを備える。
【０１３１】
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　このような実施形態では、エアロゾル発生物品は実質的に円筒形であるのが好ましい。
エアロゾル発生物品は、紙巻たばこ、葉巻たばこ、シガリロ、もしくはパイプなどの喫煙
物品、または紙巻たばこパックの形状および寸法をまねてもよい。ある特定の好ましい実
施形態では、エアロゾル発生物品は紙巻たばこの形状および寸法をまねている。
【０１３２】
　このような実施形態では、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品を受けるように
構成されたくぼみを含むことが好ましい。特にエアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物
品のニコチン供与源および送達促進化合物供与源を受けるように構成されたくぼみを備え
ることが好ましい。
【０１３３】
　エアロゾル発生装置のくぼみは実質的に円筒形であるのが好ましい。
【０１３４】
　エアロゾル発生装置のくぼみの直径は、エアロゾル発生物品の直径と実質的に等しいか
またはわずかに大きいのが好ましい。
【０１３５】
　エアロゾル発生装置のくぼみの長さは、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置のく
ぼみの中に受容される時に、エアロゾル発生物品の近位端または下流端がエアロゾル発生
装置のくぼみから突出するように、エアロゾル発生物品の長さよりも短いことが好ましい
。
【０１３６】
　エアロゾル発生装置がエアロゾル発生物品のニコチン供与源および送達促進化合物供与
源のうちの一方または両方を加熱するための加熱手段を備える場合、加熱手段はくぼみの
周辺付近に位置する外部ヒーターを備えてもよい。あるいは、加熱手段は、くぼみの中に
位置する内部ヒーターを備えてもよい。
【０１３７】
　エアロゾル発生物品は、上述のように、ニコチン供与源を備える第一の区画および送達
促進化合物供与源を備える第二の区画を備えてもよい。以上に記述したように、第一の区
画および第二の区画はエアロゾル発生物品の中で直列または並列に配置されてもよい。
【０１３８】
　エアロゾル発生物品は、前述のようにエアロゾル修飾剤を含む第三の区画をさらに備え
てもよい。
【０１３９】
　前述のように、ニコチン供与源を備える第一の区画および送達促進化合物供与源を備え
る第二の区画のうちの一方または両方は、１つ以上の壊れやすいバリア、１つ以上の取り
外し可能なバリア、またはこれらの組み合わせによってシールされてもよい。
【０１４０】
　第一の区画および第二の区画のうちの一方または両方が１つ以上の壊れやすいバリアに
よってシールされている場合、エアロゾル発生装置は、第一の区画および第二の区画のう
ちの一方または両方をシールする１つ以上の壊れやすいバリアを破壊するように構成され
た１つ以上の貫通部材をさらに含むことが好ましい。
【０１４１】
　第一の区画および第二の区画がエアロゾル発生物品の中で直列に配置される場合、エア
ロゾル発生装置は、くぼみの主軸に沿ってエアロゾル発生装置のくぼみの中で中央に位置
する貫通部材を、エアロゾル発生物品の第一の区画および第二の区画を貫通するために備
えてもよい。
【０１４２】
　エアロゾル発生物品の第一の区画および第二の区画が、エアロゾル発生物品の中で並列
で配置される場合、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品の第一の区画を貫通する
ためにエアロゾル発生装置のくぼみの中に位置する第一の貫通部材と、エアロゾル発生物
品の第二の区画を貫通するためにエアロゾル発生装置のくぼみの中に位置する第二の貫通
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部材と、を備える貫通部材を備えてもよい。
【０１４３】
　ある一定の実施形態では、エアロゾル発生物品は、ニコチン供与源および送達促進化合
物供与源を含むカートリッジを含むか、またはそれにより構成される。
【０１４４】
　このような実施形態では、第一の区画および第二の区画は、カートリッジ内で並列に配
置されることが好ましい。
【０１４５】
　カートリッジは、エアロゾル修飾剤を含む第三の区画をさらに備えうる。こうした実施
形態では、第一の区画、第二の区画および第三の区画は、カートリッジ内で並列に配置さ
れることが好ましい。
【０１４６】
　ある一定の好ましい実施形態では、カートリッジは実質的に円筒形であり、また第一の
区画、第二の区画、および存在する場合には第三の区画は、カートリッジの向かい合った
実質的に平面の端面間を長軸方向に延びる。
【０１４７】
　ある一定の実施形態では、カートリッジはくぼみをさらに含み、またエアロゾル発生装
置は、くぼみ内に受けられるように構成された単一のヒーターを含むことが好ましい。
【０１４８】
　ある一定の好ましい実施形態では、エアロゾル発生システムは、ニコチン供与源を備え
る第一の区画と、送達促進化合物供与源を備える第二の区画であって、送達促進化合物供
与源が、
（ｉ）アルファ－ケトカルボン酸および式（Ｉ）の化合物であって、式（Ｉ）が、
【化１７】

であって、式中Ｒ1がアルキル、フェニル、または置換フェニルから選択される化合物の
反応生成物、または
（ｉｉ）アルファ－ヒドロキシ酸および式（ＩＩ）の化合物であって、式（ＩＩ）が、
【化１８】

であって、式中Ｘはハロゲンであり、またＲ2はＨ、アルキル、フェニル、または置換フ
ェニルから選択される化合物の反応生成物を含む、第二の区画と、くぼみと、単一のヒー
ターを含む本体部分、および本体部分と係合されるように構成されたマウスピース部分を
備えるエアロゾル発生装置と、を備えるカートリッジを備えるエアロゾル発生物品を備え
、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生装置の本体部分の単一のヒーターがエアロゾル
発生物品のカートリッジのくぼみの中に受けられるように、エアロゾル発生物品を受ける
ように構成される。
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【０１４９】
　このような実施形態では、エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生装置の本体部分内に
完全に受けられてもよく、またはエアロゾル発生装置のマウスピース部分内に全体的に受
けられてもよく、またはエアロゾル発生装置の本体部分内に部分的に受けられ、かつエア
ロゾル発生装置のマウスピース部分内に部分的に受けられてもよい。
【０１５０】
　このような実施形態では、エアロゾル発生装置は、単一のヒーターとエアロゾル発生物
品のカートリッジ内のくぼみとの適切な整列を容易にするように、本体部分との係合のた
めに構成された案内部分を備えてもよい。
【０１５１】
　ある一定の好ましい実施形態では、単一のヒーターは、エアロゾル発生物品のカートリ
ッジのくぼみ内に受けられるように構成された内部電気発熱体である。ある一定の特に好
ましい実施形態では、単一のヒーターは、エアロゾル発生物品のカートリッジのくぼみ内
に受けられるように構成されたヒーターブレードの形態の細長い内部電気発熱体である。
こうした実施形態では、エアロゾル発生物品のカートリッジ内のくぼみは、細長いスロッ
トとして構成されうる。
【０１５２】
　カートリッジが実質的に円筒形である好ましい実施形態では、カートリッジ内のくぼみ
は、カートリッジの長軸方向軸に沿って延びることが好ましい。こうした実施形態では、
第一の区画、第二の区画および、存在する場合には第三の区画は、カートリッジにあるく
ぼみの周りに配置されることが好ましい。
【０１５３】
　誤解を避けるために、本発明の１つの態様に関する上述の特徴は、本発明の他の態様に
適用されてもよい。特に、本発明によるエアロゾル発生システムに関する上述の特徴は、
適切な場合、本発明によるエアロゾル発生システムのエアロゾル発生物品およびエアロゾ
ル発生装置のうちの一方または両方にも関連する場合があり、逆もまた同じである。
【０１５４】
実施例１：
　２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸を、ピルビン酸およびプロ
ピレングリコールから酸触媒作用の下で調製した。
【化１９】

【０１５５】
　２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸は気相でニコチンと反応し
て、ユーザーによる吸入のためのニコチン２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２
－カルボン酸塩粒子のエアロゾルを形成する。ユーザーがエアロゾルを吸入すると、ニコ
チン２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸塩粒子は加水分解されて
、ニコチン、ピルビン酸、およびプロピレングリコールとなる。
【０１５６】
実施例２：
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　２－（アリルオキシ）プロパン酸を乳酸および臭化アリルから調製した。
【化２０】

【０１５７】
　２－（アリルオキシ）プロパン酸は気相でニコチンと反応して、ニコチン２－（アリル
オキシ）プロパン酸塩粒子のエアロゾルを形成する。ユーザーがエアロゾルを吸入すると
、ニコチン２－（アリルオキシ）プロパン酸塩粒子は加水分解されて、ニコチンおよび乳
酸となる。
【０１５８】
　２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸および２－（アリルオキシ
）プロパン酸の沸点は、ニコチンの沸点と類似している。したがって、本発明によるエア
ロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品の中に送達促進化合物として２，４－ジメ
チル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸および２－（アリルオキシ）プロパン酸の
うちの一方または両方を含めることにより、有利なことに、ニコチン供与源および送達促
進化合物供与源を実質的に同一温度まで加熱することによる効率的な反応化学量論の達成
を可能にする。これは有利なことに、効率的な反応化学量論を達成するためにニコチン供
与源および送達促進化合物供与源を異なる温度に加熱する必要がある場合がある装置と比
較して、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品の複雑性および
製造のコストを減少させる。
【０１５９】
　ここで、添付図面を参照しながら本発明に関してさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１６０】
【図１】図１は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物
品と、エアロゾル発生物品を受けるように構成されたエアロゾル発生装置とを備える、本
発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な長軸方向の断面を示す。
【図２】図２は、ニコチン供与源および送達促進化合物供与源を備えるエアロゾル発生物
品と、エアロゾル発生物品を受けるように構成されたエアロゾル発生装置とを備える、本
発明の第二の実施形態によるエアロゾル発生システムの概略的な長軸方向の断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【０１６１】
　図１に示す本発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生システムは一般的に、エアロ
ゾル発生物品４およびエアロゾル発生装置６を備え、これらはエアロゾル発生システムを
形成するため互いに係合し協働するよう構成されている。
【０１６２】
　エアロゾル発生物品４は、使用後に廃棄される一体成形の消費可能なものとして構成さ
れる。エアロゾル発生物品４は、細長い円筒形形状を持ち、ニコチン供与源を備える第一
の区画８と、送達促進化合物供与源を備える第二の区画１０とを備える、ハウジングを備
え、送達促進化合物供与源は、２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン
酸と、第三の区画１２と、マウスピース１４とを備える。
【０１６３】
　第一の区画８と、第二の区画１０と、第三の区画１２と、マウスピース１４とは、直列
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にかつエアロゾル発生物品４の中に同軸に整列して配置されている。第一の区画８は、エ
アロゾル発生物品４の遠位端に位置する。第二の区画１０は、第一の区画８のすぐ下流に
位置する。第三の区画１２は第二の区画１０のすぐ下流に位置する。マウスピース１４は
エアロゾル発生物品４の近位端で第三の区画１２のすぐ下流に位置する。
【０１６４】
　ニコチン供与源は、その上にニコチンが吸着され、第一の区画８の中へと挿入される収
着要素（ＰＴＦＥ芯など）を備える。送達促進化合物供与源は、２，４－ジメチル－１，
３－ジオキソラン－２－カルボン酸をその上に吸着させた、第二の区画１０へと挿入され
る収着要素（ＰＴＦＥ芯など）を備える。
【０１６５】
　エアロゾル発生装置６は、エアロゾル発生物品４を中に受容する細長い円柱状のくぼみ
を備えるハウジングを備える。図２に示すように、エアロゾル発生物品４がエアロゾル発
生装置６の中へと挿入された時にエアロゾル発生物品４の近位端がくぼみから突出するよ
うに、くぼみの長さはエアロゾル発生物品４の長さよりも短い。
【０１６６】
　エアロゾル発生装置６は、電源１６と、コントローラ（図示せず）と、エアロゾル発生
物品４のニコチン供与源と送達促進化合物供与源との両方を加熱するように構成された単
一のヒーター１８と、貫通要素２０と、をさらに備える。電源１６は電池であり、コント
ローラは電気回路を備え、かつ電源１６および単一のヒーター１８に接続されている。
【０１６７】
　単一のヒーターは、くぼみの一部分の周囲の周りに位置付けられる電気発熱体であり、
くぼみの周囲全体の周りに延びる。図１に示すように、電気発熱体は、エアロゾル発生物
品４の第一の区画８および第二の区画１０を囲むように位置する。
【０１６８】
　貫通要素２０は、エアロゾル発生装置６のくぼみの中の中央に位置し、くぼみの主軸に
沿って延びる。
【０１６９】
　使用時に、エアロゾル発生物品４がエアロゾル発生装置６のくぼみの中へと挿入される
と、エアロゾル発生装置６の貫通部材２０がエアロゾル発生物品４の中へと挿入され、ニ
コチンを含む第一の区画８および送達促進化合物供与源を備える第二の区画１０を貫通す
る。これにより、ユーザーは、その遠位端または上流端を通してエアロゾル発生物品４の
ハウジングの中へと空気を引き出し、第一の区画８、第二の区画１０、および第三の区画
１２を通して下流に引き出し、その近位端におけるマウスピース１４を通してハウジング
から引き出すことができる。
【０１７０】
　エアロゾル発生物品４がエアロゾル発生装置６のくぼみの中へと挿入されると、エアロ
ゾル発生装置６の電気発熱体は、エアロゾル発生物品４の第一の区画８内のニコチン供与
源および第二の区画１０内の送達促進化合物供与源を実質的に同一の温度に加熱する。
【０１７１】
　使用時、ユーザーは、エアロゾル発生物品４の近位端にあるマウスピース１４を吸って
、ニコチン供与源を備える第一の区画８および送達促進化合物供与源を備える第二の区画
１０を通して空気を引き出す。ユーザーがエアロゾル発生物品４を通して空気を引き出す
と、ニコチン蒸気は、第一の区画８内のニコチン供与源からエアロゾル発生物品４を通し
て引き出される気流の中へと放出され、また２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－
２－カルボン酸蒸気は第二の区画１０内の送達促進化合物供与源からエアロゾル発生物品
４を通して引き出される気流の中へと放出される。ニコチン蒸気は２，４－ジメチル－１
，３－ジオキソラン－２－カルボン酸蒸気と気相で第二の区画１０および第三の区画１２
の中で反応して、ニコチン２，４－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－カルボン酸塩
粒子のエアロゾルを形成し、これがエアロゾル発生物品４の近位端においてマウスピース
１４を通してユーザーに送達される。
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【０１７２】
　図２に示す本発明の第二の実施形態によるエアロゾル発生システムは、一般的にエアロ
ゾル発生物品１０４およびエアロゾル発生装置１０６を備え、これらはエアロゾル発生シ
ステムを形成するため互いに係合し協働するように構成される。
【０１７３】
　エアロゾル発生物品１０４は、使用後に廃棄される一体成形の消費可能なものとして構
成される。エアロゾル発生物品１０４は、ニコチン供与源を備える第一の区画１０８と、
送達促進化合物供与源を備える第二の区画１１０を備えるカートリッジであって、送達促
進化合物供与源が２－（アリルオキシ）プロパン酸を備えるカートリッジと、マウスピー
ス１１４とを備える。
【０１７４】
　ニコチン供与源を備える第一の区画１０８および送達促進化合物供与源を備える第二の
区画１１０は、エアロゾル発生物品１０４の遠位端にあるカートリッジ内で並列に配置さ
れる。マウスピース１１４は、ニコチン供与源を備える第一の区画１０８および送達促進
化合物供与源を備える第二の区画１１０の下流に、エアロゾル発生物品１０４の近位端に
位置する。
【０１７５】
　エアロゾル発生物品１０４のカートリッジは、例えばスロットとして構成される、くぼ
み１２２を備える。図２に示す通り、くぼみ１２２は、ニコチン供与源を含む第一の区画
１０８と送達促進化合物供与源を含む第二の区画１１０の間を、カートリッジの主軸に沿
って延びる。
【０１７６】
　ニコチン供与源は、その上にニコチンが吸着され、第一の区画１０８の中へと挿入され
る収着要素（ＰＴＦＥ芯など）を備える。送達促進化合物供与源は、その上に２－（アリ
ルオキシ）プロパン酸が吸着され、第二の区画１１０へと挿入される収着要素（ＰＴＦＥ
芯など）を備える。
【０１７７】
　エアロゾル発生装置１０６は、エアロゾル発生物品１０４のカートリッジを中に受ける
円筒形のくぼみを備えるハウジングを備える。図２に示すように、エアロゾル発生物品１
０４のカートリッジがエアロゾル発生装置４の中へと挿入された時に、少なくともエアロ
ゾル発生物品１０４の近位端にあるマウスピース１１４がくぼみから突出するように、く
ぼみの長さはエアロゾル発生物品１０４の長さよりも短い。
【０１７８】
　エアロゾル発生装置１０６は、エアロゾル発生物品１０４のニコチン供与源と送達促進
化合物供与源との両方を加熱するように構成された単一のヒーター１１８を備える。図２
に示すように、単一のヒーターはエアロゾル発生装置１０４のくぼみ内の中央に位置付け
られ、かつくぼみの主軸に沿って延びる。単一のヒーターは、ヒーターブレードの形態の
細長い電気発熱体である。図２に示す本発明の第二の実施形態では、単一のヒーター１１
８はエアロゾル発生装置１０６のハウジングから突出する。ところが、代替的な実施形態
（図示せず）では、単一のヒーターがエアロゾル発生装置１０６のハウジングから突き出
ないように、単一のヒーター１１８の長さはくぼみの長さよりも短くてもよい。エアロゾ
ル発生装置１０６は、電池の形態の電源１１６と、電源１１６および単一のヒーターに接
続されている電子回路を含むコントローラ（図示せず）とをさらに備える。
【０１７９】
　エアロゾル発生物品１０４のカートリッジがエアロゾル発生装置１０６のくぼみに挿入
される前に取り外されて、ユーザーが、ニコチン供与源を含む第一の区画１０８および送
達促進供与源を含む第二の区画１１０を通りその近位端でマウスピース１１４を通ってエ
アロゾル発生物品１０４を出る空気を吸い込めるようになる前に、カートリッジの向かい
合った実質的に平面の端面は、剥ぎ取り式シール（図示せず）などの取り外し可能なバリ
アによってシールされうる。
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【０１８０】
　別の方法として、カートリッジの向かい合った実質的に平面の端面は、壊れやすいバリ
ア（図示せず）によってシールされうる。使用時に、エアロゾル発生物品１０４のカート
リッジがエアロゾル発生装置１０６のくぼみに挿入されると、エアロゾル発生装置１０６
内に提供された１つ以上の貫通部材は壊れやすいバリアを貫通し、ユーザーが、ニコチン
供与源を備える第一の区画１０８および送達促進供与源を備える第二の区画１１０を通り
その近位端にあるマウスピース１１４を通ってエアロゾル発生物品１０４を出る空気を吸
い込めるようになりうる。
【０１８１】
　図２に示す通り、エアロゾル発生装置１０６の単一のヒーター１１８は、カートリッジ
がエアロゾル発生装置１０６のくぼみ内に挿入された時、エアロゾル発生物品１０４のカ
ートリッジのくぼみ１２２に受けられる。エアロゾル発生装置１０６の単一のヒーター１
１８の細長い電気発熱体は、こうして使用時にエアロゾル発生物品１０４の内側に位置す
る内部ヒーターとして構成される。
【０１８２】
　エアロゾル発生物品１０４のカートリッジがエアロゾル発生装置１０６の中へと挿入さ
れると、エアロゾル発生装置１０６の細長い電気発熱体は、第一の区画１０８内のニコチ
ン供与源および第二の区画１１０内の送達促進化合物供与源を実質的に同一の温度に加熱
する。
【０１８３】
　使用時、ユーザーは、エアロゾル発生物品１０４の近位端にあるマウスピース１１４を
吸って、ニコチン供与源を備える第一の区画１０８および送達促進化合物供与源を備える
第二の区画１１０を通して空気を引き出す。引き出された空気がカートリッジを通過する
と、ニコチン蒸気が第一の区画１０８内のニコチン供与源から放出され、２－（アリルオ
キシ）プロパン酸蒸気が第二の区画１１０内の送達促進化合物供与源から放出される。ニ
コチン蒸気は気相で２－（アリルオキシ）プロパン酸蒸気と反応して、ニコチン２－（ア
リルオキシ）プロパン酸塩粒子のエアロゾルを形成し、これがエアロゾル発生物品１０４
の近位端にあるマウスピース１１４を通してユーザーに送達される。
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